
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テーマ インフラ施設の効率的な維持管理 

サービス分野 インフラ維持管理 

市場段階 
研究・開発 試作・実証 実用化 事業化 

 〇   

実用化の目途 
実用化済 半年以内 1年以内 2～3年以内 未定 

    〇 

販売形態 
直販 自社利用 販売代理店 未定 

   〇 

海外展開 
実績有 交渉中 検討中 未定 

  〇  

衛星 SARを活用したインフラモニタリングサービス 

サポート窓口 日本工営株式会社 中央研究所 事業創生センター  

  E-mail: ml-r1-IMC_eisei@dx.n-koei.co.jp 

衛星 SAR による時系列干渉解析を用いてインフラ施設を広範囲にモニタリングし、経年的な変位に

対し適切なリスク評価提供するサービス。インターネット上でインフラ施設の状況を簡単に確認できるパ

ッケージサービス化を目指す。 

  

 

 

 

 

 

■サービスの概要 

インフラ施設に対する観測密度を向上させ、高精度な解析を実現 

改良前データ 改良後データ 

測量による変動量 SAR解析による変動量 

羽田空港の時系列干渉解析結果(2015～2017) 

SARによる一括スクリーニング 

点検精度向上 

観測頻度向上 

作業の効率化 
出典：地理院地図(電子国土 Web) 出典：地理院地図(電子国土 Web) 
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